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県
教
育
委
員
会
で
、
全
て
の
県
内
公

立
中
学
校
を
対
象
に
武
道
授
業
実
施
状

況
を
平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
調
査
し
、
各
校
の
指
導
状
況

や
施
設
整
備
等
を
把
握
し
て
い
る
。

　

指
導
計
画
に
関
し
て
は
、
平
成
22
年

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
　
　

　

本
県
で
は
地
域
に
お
け
る
道
場
等
も
含
め
、
県
内
各
地
で
柔
道
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
天
理
大
学
・
天
理
高
等
学
校
を
中
心
に
、
全
国
的
に
も
知
名
度
が
高
く
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
日
本
を
代
表
す
る
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

剣
道
に
お
い
て
は
、
古
来
よ
り
柳
生
流
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
奈
良
市
や
、
十と

津つ

川か
わ

郷ご
う

士し

で
知
ら
れ
る
県
南
部
の
十
津
川
村
な
ど
、
剣
に
関
し
て
は
盛
ん
な
地
が
あ

る
。

　

相
撲
で
は
、
野の

見み
の

宿す
く

彌ね

と
当た

い

麻ま
の

蹶け

速は
や

が
、
日
本
最
初
の
勅
命
天
覧
相
撲
を
行
っ

た
と
さ
れ
る
相
撲
神
社
が
あ
り
、
相
撲
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

本
県
で
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
武
道
が
必
修
化
さ
れ
る
前
の
武
道
授
業
実
施
状

況
は
低
調
で
、
必
修
化
に
向
け
て
、
ま
ず
は
現
状
の
実
態
調
査
を
行
い
課
題
の
把

握
を
行
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
県
教
育
委
員
会
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
保
健
体
育
科
教
員

の
指
導
力
向
上
」
と
「
武
道
授
業
の
安
全
指
導
の
推
進
」
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
そ
の
取
組
と
、
本
年
度
よ
り
授
業
を
開
始
し
た
県
立
青
翔
中
学
校
の

授
業
を
紹
介
す
る
。

奈
良
県
に
お
け
る
中
学
校
武
道
必
修
化

に
向
け
た
取
組

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局

保
健
体
育
課

1

県
内
の
武
道
履
修
状
況

奈良公園・鷺池に浮かぶ浮見堂

度
ま
で
は
県
教
育
委
員
会
で
調
査
し
、

指
導
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
市
町

村
教
育
委
員
会
所
管
各
課
に
お
い
て
点

検
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
の
履
修
状
況
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

本
県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
履
修

状
況
か
ら
見
て
、
例
年
、
柔
道
、
剣
道
、

相
撲
の
研
修
会
を
実
施
し
、
今
ま
で
の

指
導
体
制
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
県
柔
道
連
盟
・
剣
道
連
盟
と
連

携
し
研
修
会
等
を
行
い
、
中
・
高
等
学

校
の
保
健
体
育
科
教
員
の
指
導
力
向
上

や
資
質
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

　

各
校
が
履
修
し
て
い
る
武
道
の
、
専

門
的
な
指
導
経
験
が
な
い
保
健
体
育
科

教
員
に
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
内
も

し
く
は
校
内
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
県
教
育
委
員
会
が
主
催
・
共
催
す

る
武
道
指
導
者
研
修
に
は
各
校
か
ら
１

名
以
上
の
教
員
が
参
加
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
、
さ
ら
に
、
武
道
指
導
者
研
修

会
（
文
部
科
学
省
主
催
、
柔
道
連
盟
・

市
町
村
教
育
委
員
会
・
県
教
育
委
員
会

主
催
も
し
く
は
後
援
）
に
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
保
健
体
育
科
教
員
に
つ
い
て

は
、必
ず
参
加
す
る
よ
う
促
し
て
き
た
。

平成 26年度奈良県中学校武道履修状況

柔道 46.9％
剣道 39.8％

相撲 10.6％

柔道 46.9％
剣道 39.8％

相撲 10.6％

その他 2.7％

履修状況
校数 割合

柔　道 53 校 46.9％
剣　道 45 校 39.8％
相　撲 12 校 10.6％
弓　道 1校 0.9％
合気道 1校 0.9％
少林寺拳法 1校 0.9％

⑴
新
学
習
指
導
要
領
「
武
道
必
修
化
」

に
向
け
た
研
修
会

平
成
20
年
度
：
体
育
実
技
指
導
者
研
修

会　

剣
道

平
成
21
年
度
：
体
育
実
技
指
導
者
研
修

会　

柔
道

平
成
22
年
度
：
奈
良
県
中
学
校（
教
科
）

柔
道
指
導
者
研
修
会

平
成
23
年
度
：
全
国
剣
道
指
導
者
研
修

会　

主
催
：
日
本
武
道
館
、
全
日
本

剣
道
連
盟
、
全
日
本
学
校
剣
道
連
盟

奈
良
県
中
学
校
（
教
科
）
柔
道
指
導

者
研
修
会

　

学
校
体
育
相
撲
実
技
指
導
者
研
修
会

平
成
24
年
度
：
学
校
体
育
担
当
者
会
議

講
演
「
体
育
・
保
健
体
育
授
業
に
お

け
る
安
全
確
保
に
つ
い
て
～
柔
道
等

に
お
け
る
頭
部
・
頸
部
の
外
傷
に
つ

い
て
～
」

　

奈
良
県
中
学
校
（
教
科
）
柔
道
指
導

者
研
修
会

2

保
健
体
育
科
教
員
の
指
導
力
向
上
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奈
良
県
学
校
体
育
地
域
社
会
剣
道
指

導
者
研
修
会　

主
催
：
日
本
武
道

館
、
全
日
本
剣
道
連
盟

　

学
校
体
育
相
撲
実
技
指
導
者
研
修
会

平
成
25
年
度
：
奈
良
県
中
・
高
等
学
校

（
教
科
）
柔
道
指
導
者
研
修
会

　

学
校
体
育
剣
道
指
導
者
研
修
会

　

学
校
体
育
相
撲
指
導
者
研
修
会

平
成
26
年
度
：
奈
良
県
中
・
高
等
学
校

（
教
科
）
柔
道
指
導
者
研
修
会

　

学
校
体
育
剣
道
指
導
者
研
修
会

　

学
校
体
育
相
撲
指
導
者
研
修
会

①
柔
道
研
修
会
（
県
柔
道
連
盟
連
携
に

よ
る
研
修
会
）

　

奈
良
県
柔
道
連
盟
が
主
催
す
る
全
国

中
学
校
（
教
科
）
柔
道
指
導
者
研
修
会

の
受
講
者
に
よ
り
、
伝
達
講
習
会
と
し

て
開
催
し
て
い
る
。

　

礼
儀
作
法
、
所
作
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
特
に
安
全
面
に
重
点
を
お
い
て
指

導
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成

25
年
度
か
ら
は
中
学
校
の
教
員
だ
け
で

は
な
く
、
高
等
学
校
の
教
員
も
参
加
し

て
充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ
て
い
る
。

②
剣
道
研
修
会

　

平
成
23
年
度
は
、
日
本
武
道
館
・
全

日
本
剣
道
連
盟
・
全
日
本
学
校
剣
道
連

盟
主
催
に
よ
る
全
国
剣
道
指
導
者
研
修

会
、
平
成
24
年
度
は
、
日
本
武
道
館
・

全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
で
奈
良
県
中
学

校
（
教
科
）
柔
道
指
導
者
研
修
会
を
開

催
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
上
記
の

研
修
会
参
加
者
等
を
元
に
、
奈
良
県

中
・
高
等
学
校
の
専
門
的
技
能
を
有
す

る
教
員
を
講
師
に
学
校
体
育
剣
道
指
導

者
研
修
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
木
刀
を
用
い

た
剣
道
に
お
け
る
形
の
指
導
法
や
防
具

を
使
用
し
な
い
授
業
法
、
楽
し
い
授
業

の
展
開
、
評
価
に
関
し
て
な
ど
細
か
く

指
導
し
て
い
た
だ
く
研
修
会
と
な
っ
て

い
る
。

③
相
撲
研
修
会

　

本
年
度
は
、
相
撲
指
導
者
講
習
会
に

参
加
し
た
中
学
校
体
育
連
盟
相
撲
専
門

部
の
専
門
委
員
長
に
伝
達
講
習
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　

実
技
だ
け
で
な
く
、
実
施
校
は
少
な

い
が
、
授
業
展
開
の
説
明
や
各
校
の
取

組
を
発
表
し
、
授
業
内
容
や
評
価
に
つ

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
各
中
学
校

に
以
下
の
点
に
お
い
て
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

⑴
施
設
や
用
具
等
の
安
全
点
検
を
行
う

な
ど
学
習
環
境
に
十
分
配
慮
す
る
こ

と
。

⑵
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
各
学
校
の
年

間
学
習
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
学
習
段

階
や
個
人
差
を
踏
ま
え
、
段
階
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
。特
に
、初
心
者
に
は
、

基
本
動
作
（
受
け
身
等
）
が
安
全
に
で

き
る
よ
う
指
導
を
十
分
に
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
動
作
に
注
意
を
払
う
な
ど
、

十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

⑶
指
導
の
前
後
に
生
徒
の
健
康
状
態
に

つ
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
指
導
中

の
体
調
の
変
化
等
に
気
を
配
る
こ
と
。

ま
た
、
生
徒
が
自
身
の
体
調
に
異
常
を

感
じ
た
ら
運
動
を
中
止
す
る
こ
と
を
徹

底
す
る
こ
と
。

⑷
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
処
置

や
緊
急
連
絡
体
制
な
ど
対
処
方
法
の
確

認
と
関
係
者
へ
の
周
知
を
徹
底
す
る
こ

と
。

　

特
に
柔
道
指
導
の
留
意
点
を
安
全
配

慮
の
重
点
項
目
と
考
え
、
天
理
大
学
教

授
藤
猪
省
太
氏
及
び
同
大
学
教
授
細
川

伸
二
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
柔
道

の
学
習
指
導
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ

い
て
」
を
作
成
し
、
県
内
の
中
学
校
に

周
知
し
て
い
る
。

　

指
導
に
当
た
っ
て
は
、日
頃
か
ら「
ケ0

ガ
等
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
柔
道
の
授

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

業
を
行
う

0

0

0

0

」
と
い
う
観
点
で
の
授
業
を

各
校
に
お
願
い
し
て
い
る
。

3

武
道
授
業
の
安
全
指
導

柔　道　研　修　会

剣　道　研　修　会

相　撲　研　修　会

い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
安
全

面
に
つ
い
て
や
女
子
の
授
業
の
展
開
例

な
ど
が
共
有
さ
れ
、
今
後
の
授
業
に
役

立
つ
研
修
会
と
な
っ
て
い
る
。
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柔
道
の
授
業
に
お
い
て
、
最
優
先
で

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

安
全
指
導
で
あ
る
。
柔
道
の
授
業
は
、

安
全
で
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
ケ
ガ
が
つ
き
も
の
」

で
は
な
く
、「
ケ
ガ
は
指
導
者
、
生
徒

の
努
力
で
回
避
で
き
る
」
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
ケ
ガ
等
か
ら
身
を

0

0

0

0

0

0

0

守
る
た
め
に
柔
道
の
授
業
を
行
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と

考
え
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

※
安
全
面
は
厳
し
く
指
導
す
る
。

　

学
校
教
育
の
究
極
の
目
標
は
「
人
命

尊
重
」
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
も
、
ケ
ガ
の
危
険
性
が
あ
っ
た

場
合
は
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
活
動
を
中

止
さ
せ
、
指
導
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。

特
に
授
業
前
後
の
ふ
ざ
け
あ
い
等
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
十
分
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

※
「
安
全
面
の
留
意
点
」
の
導
入

　

授
業
で
生
徒
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
を

回
避
す
る
こ
と
は
、
教
師
の
責
務
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
教
師
は
事
前
に
危

険
な
場
面
を
想
定
し
、
そ
う
い
っ
た
場

面
を
つ
く
ら
な
い
指
導
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

※
「
陥
り
や
す
い
欠
点
と
ア
ド
バ
イ

ス
」
の
導
入

　

技
術
指
導
の
中
で
生
徒
が
陥
り
や
す

い
点
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
で
き
て
い
れ

ば
合
理
的
な
指
導
が
で
き
、
授
業
の
能

率
が
上
が
り
、
安
全
な
指
導
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

留
意
事
項
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

柔
道
で
起
こ
り
や
す
い
ケ
ガ
や

事
故
の
特
徴
に
つ
い
て

Ａ
１　

柔
道
は
、
ケ
ガ
や
事
故
の
多
い

競
技
で
す
。
な
か
で
も
最
も
多
い
の

は
、
膝
や
足
関
節
な
ど
下
肢
の
外
傷
で

す
。
中
学
生
で
は
上
肢
部
の
ケ
ガ
が
多

い
の
も
特
徴
的
で
す
。
さ
ら
に
、
中
学

生
や
高
校
生
を
中
心
に
し
た
頭
部
の
重

大
事
故
も
他
の
競
技
に
比
べ
て
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
受
傷
者
の
柔
道
経
験
年
数
は

１
年
以
内
が
多
く
、
大
外
刈
り
や
大
内

刈
り
な
ど
で
投
げ
ら
れ
後
頭
部
を
打
撲

す
る
場
合
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
２　

柔
道
に
見
ら
れ
る
重
大
な
ケ
ガ

や
事
故
に
つ
い
て

Ａ
２　

⑴
頭
部
の
ケ
ガ

　

以
下
の
重
大
な
頭
部
の
ケ
ガ
は
、
特

に
受
け
身
の
未
熟
な
初
心
者
が
投
げ
ら

れ
て
後
頭
部
を
打
撲
す
る
場
合
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

①
急
性
硬
膜
下
血
腫

　

脳
が
前
後
方
向
に
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る

力
（
回
転
加
速
度
損
傷
）
で
脳
表
と
硬

膜
（
骨
に
固
定
さ
れ
て
い
る
）
間
の
架

橋
静
脈
が
断
裂
し
、
急
性
硬
膜
下
血
腫

が
発
生
す
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
後
頭
部
が
畳
に
衝
突
し

た
際
に
、
骨
・
硬
膜
に
急
に
ブ
レ
ー
キ

が
か
る
と
、
脳
と
硬
膜
に
ず
れ
が
起
こ

り
、
架
橋
静
脈
が
引
き
伸
ば
さ
れ
破
綻

し
ま
す
。
症
状
は
、
頭
痛
・
嘔
吐
な
ど

を
き
た
し
意
識
が
低
下
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
大
脳
が
脳
幹
を
圧
迫
し
、
昏
睡

や
呼
吸
停
止
が
起
き
ま
す
。

②
脳
し
ん
と
う

　

脳
し
ん
と
う
は
、
軽
傷
頭
部
外
傷
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
頭
部
打
撲
直
後
に
打

撲
の
直
前
の
記
憶
が
ま
っ
た
く
な
い
症

状
（
逆
行
性
健
忘
）
や
見
当
識
障
害
（
時

間
・
場
所
・
人
な
ど
を
間
違
え
る
）、

頭
痛
や
め
ま
い
、「
ぼ
ー
」
と
し
て
い

る
な
ど
の
様
々
な
神
経
症
状
が
見
ら

れ
、
短
時
間
で
完
全
に
回
復
し
、
画
像

検
査
な
ど
の
損
傷
が
認
め
ら
れ
な
い
も

の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
自
然
に
回
復
す

る
の
で
、
脳
し
ん
と
う
自
体
が
重
症
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
以
下
の

点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
脳
し
ん
と
う
が
多
い
こ
と
は
、
重
大

な
急
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
も
起
こ
り

得
ま
す
。

・
脳
し
ん
と
う
の
症
状
の
中
に
は
、
見

当
識
障
害
や
「
ぼ
ー
」
と
す
る
な
ど

軽
い
意
識
障
害
と
区
別
が
つ
か
な
い

症
状
、
頭
痛
・
嘔
吐
な
ど
頭
蓋
内
圧

亢
進
を
疑
う
症
状
も
含
ま
れ
て
お

り
、
発
生
直
後
は
硬
膜
下
血
腫
な
ど

の
重
大
な
も
の
も
疑
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
上
記
の
場
合
に
医
師
の
診
断
・
検
査

部
の
画
像
検
査
（
Ｃ
Ｔ
ま
た
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

を
受
け
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
し
ん

と
う
を
起
こ
し
た
後
の
授
業
復
帰
に
関
し

て
も
脳
し
ん
と
う
の
症
状
や
程
度
、
頭
部

画
像
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
医
師
の
判

断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。〉

Ａ
２　

⑵
頸
部
の
ケ
ガ

　

内
股
や
小
内
刈
り
な
ど
で
自
ら
体
勢

を
崩
し
頭
部
か
ら
畳
に
突
っ
込
ん
だ

り
、
相
手
に
つ
ぶ
さ
れ
た
り
し
て
受
傷

し
て
い
ま
す
。
特
に
内
股
の
場
合
は
、

頸
椎
の
過
屈
曲
に
よ
る
損
傷
が
典
型
的

で
す
。
受
の
場
合
は
、
相
手
に
投
げ
ら

れ
て
受
け
身
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
投

げ
ら
れ
る
の
を
無
理
に
避
け
て
受
け
身

を
取
ら
ず
頭
部
か
ら
畳
に
突
っ
込
ん
で

受
傷
し
て
い
ま
す
。

Ａ
２　

⑶
上
・
下
肢
の
ケ
ガ

　

上
肢
の
ケ
ガ
は
、
相
手
に
投
げ
ら
れ

た
り
、
前
回
り
受
け
身
を
行
っ
た
際

に
、
肩
を
畳
に
強
打
す
る
な
ど
し
て
鎖

骨
や
肩
鎖
関
節
な
ど
を
痛
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
手
と
組
み
合
っ

た
際
に
起
き
る
指
の
ケ
ガ
、
床
面
に
手

を
着
い
た
り
、
組
み
合
っ
た
状
態
で
捻

る
な
ど
の
際
に
起
き
る
肘
の
ケ
ガ
が
あ

り
ま
す
。
勢
い
が
つ
い
た
状
態
や
相

手
の
体
重
に
よ
る
過
重
な
負
荷
が
か
か

っ
た
場
合
に
は
、
脱
臼
や
骨
折
な
ど
の

重
症
に
い
た
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
下
肢
の
ケ
ガ
は
、
足
指
、
足
首
、

膝
の
捻
挫
、
も
し
く
は
靱
帯
等
の
損
傷

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

初
心
者
に
対
す
る
指
導
上
の
配

慮
に
つ
い
て

Ａ
３　

柔
道
は
、
多
く
の
生
徒
に
と
っ

て
中
学
校
で
初
め
て
学
習
す
る
運
動
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
習
の
進
度
を
考
慮

し
、
課
題
の
設
定
、
学
習
内
容
の
選

択
、
学
習
す
る
技
の
範
囲
と
程
度
な
ど

無
理
の
な
い
内
容
と
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
技
能
レ
ベ
ル
を
超
え
た
無
理
な

技
の
練
習
等
の
中
で
、
例
え
ば
、
技
を

掛
け
て
自
ら
崩
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
崩
れ

て
頭
か
ら
突
っ
込
み
頭
部
・
頸
部
の
損

傷
を
起
こ
し
重
症
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

⑴
学
校
に
お
け
る
授
業
で
は
、
初
心
者

と
経
験
者
等
に
よ
る
技
能
レ
ベ
ル
の
違

い
や
体
格
差
、
体
力
差
、
性
差
を
十
分

に
考
慮
し
た
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、

基
本
技
能
の
習
熟
に
重
点
を
置
く
よ
う

が
さ
れ
な
い
と
治
療
が
遅
れ
た
り
、

打
撲
を
繰
り
返
し
重
大
な
事
故
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〈
頭
部
打
撲
に
よ
り
脳
し
ん
と
う
が
疑
わ

れ
る
と
き
は
、
必
ず
医
師
に
か
か
り
、
頭

柔
道
の
学
習
指
導
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

畳

畳
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な
指
導
が
大
切
で
す
。

⑵
受
け
身
は
、
体
幹
部
へ
の
衝
撃
を
緩

和
し
、
事
故
防
止
の
た
め
に
大
切
な
基

本
技
能
で
す
。
特
に
顎
を
引
い
た
正
し

い
受
け
身
は
、
後
頭
部
の
打
撲
や
回
転

加
速
損
傷
を
避
け
る
た
め
に
も
重
要

で
、
誰
も
が
確
実
に
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
け
身
の
練

習
は
、
初
心
者
の
と
き
に
行
え
ば
よ
い

と
い
う
の
で
は
な
く
、
技
能
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
練
習
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

Ｑ
４　

女
子
の
履
修
と
指
導
上
の
配
慮

に
つ
い
て

Ａ
４　

女
子
の
柔
道
の
指
導
に
当
た
っ

て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
基
本
的
に
は

男
子
の
場
合
と
同
様
で
す
が
、
そ
の
発

育
発
達
的
特
性
を
踏
ま
え
て
、
身
体
の

Ｑ
５　

施
設
・
用
具
の
安
全
に
つ
い
て

Ａ
５　

柔
道
場
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

以
下
の
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑴
畳
が
ず
れ
て
で
き
る
隙
間
に
は
、
緩

衝
材
を
詰
め
た
り
、
滑
り
止
め
器
具
な

ど
を
活
用
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
混
み
合
っ
た
状
態
で
の
練
習
は
、
接

触
事
故
を
誘
発
す
る
の
で
、
適
正
な
人

数
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
む
き
出
し
の
柱
、
鉄
骨
、
壁
の
角
に

は
、
防
護
マ
ッ
ト
を
巻
く
な
ど
の
安
全

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
危
険

な
物
品
を
置
か
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。

⑷
投
げ
込
み
練
習
を
行
う
場
合
に
は
、

投
げ
込
み
用
マ
ッ
ト
を
用
意
す
る
な

ど
、
衝
撃
を
和
ら
げ
る
工
夫
が
必
要
で

す
。

4

奈
良
県
立
青
翔
中
学
校
弓
道
の
取
組

⑸
熱
中
症
予
防
の
観
点
か
ら
武
道
場
等

の
気
温
と
湿
度
、
換
気
な
ど
の
環
境
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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伸
二

　

平
成
26
年
４
月
に
、
県
立
初
の
青
翔

中
学
校
を
開
校
し
た
。

　

各
教
科
、
特
色
あ
る
授
業
を
行
っ
て

お
り
、
武
道
は
弓
道
を
選
択
し
て
い

る
。
弓
道
具
は
一
式
を
全
日
本
弓
道
連

盟
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
40
名
の

生
徒
を
武
道
と
ダ
ン
ス
の
領
域
で
前
後

半
に
分
け
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
武
道
必
修

化
か
ら
３
年
が
た
ち
、
各
学
校
で
の
授

業
形
態
が
確
立
し
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
教
員
の
入
れ
替
わ
り
や
新
規
採
用

教
員
も
多
く
な
り
、
今
ま
で
指
導
経
験

の
な
い
武
道
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な

る
教
員
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
各
研
修
会
の
継
続
と
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
奈
良
県
中
学
校
保

健
体
育
研
究
会
・
高
等
学
校
等
保
健
体

育
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
武
道
の
研
究

部
会
を
立
ち
上
げ
、
県
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
、
授
業
実
践
に
役
立
つ
よ

う
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
継
続
を
踏

ま
え
た
授
業
内
容
を
深
め
る
と
共
に
、

モ
デ
ル
校
を
決
め
、
授
業
協
力
者
に
よ

る
授
業
展
開
を
進
め
て
、
そ
の
内
容
の

公
開
授
業
や
研
修
会
の
実
施
を
行
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
、
中
学
校
で
初
め
て
武
道
を
学

習
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
生
徒

の
興
味
関
心
を
引
き
出
し
、
よ
り
安
全

な
武
道
の
授
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
、

教
員
の
指
導
力
向
上
が
図
れ
る
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

5

終
わ
り
に

青翔中学校における弓道授業

　

授
業
で
は
、
保
健
体
育
科
の
教
員
と

授
業
協
力
者
と
し
て
弓
道
部
顧
問
教
員

が
連
携
し
て
、
礼
法
に
始
ま
り
、
射
の

基
本
動
作
の
射
法
八
節
を
学
び
、
射
込

み
ま
で
を
展
開
し
て
い
る
。

　

初
め
は
動
作
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
思
う

よ
う
に
弓
が
引
け
な
か
っ
た
が
、
後
半

に
は
射
込
み
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
生
徒
た
ち
の
感
想
は
、
日
に
日
に

上
達
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

発
育
の
特
徴
や
心
理
的
な
特
性
等
に
つ

い
て
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、
柔
道
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
学
習
指
導
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

身
体
面
・
心
理
面

　

中
学
生
期
は
、
成
長
の
著
し
い
時
期

で
も
あ
り
、
男
女
の
体
力
の
差
が
大
き

く
、
一
般
的
に
柔
軟
性
な
ど
は
女
子
が

優
る
が
、
筋
力
や
瞬
発
力
な
ど
は
女
子

が
劣
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
相
手
と
組
み
合
う
と
い
う
柔
道
の

特
性
か
ら
、
柔
道
衣
を
清
潔
に
取
り
扱

う
と
と
も
に
長
い
髪
や
爪
な
ど
に
つ
い

て
も
安
全
面
か
ら
指
導
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

な
お
、
柔
道
衣
の
下
に
白
い
丸
首
の

半
袖
シ
ャ
ツ
を
着
用
さ
せ
る
な
ど
適
切

な
指
導
も
必
要
で
す
。


